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小田原市の抱える今日的な課題を解決

するため、研究所の事業は常に見直しをさ

れていきます。平成１９年度の新規事業の

中で特に「パワーアップ研修」と「不登校

対策強化事業」についてご理解をいただき

たいと思います。

パワーアップ研修について

2007 年問題は、教育界でも同様です。ベ

テラン教員の大量退職に伴い、質の高い教

育の維持、並びに、次代を担う教員の養成

を視野に入れた対策をとることが急務とな

っています。そこで、小田原市教育委員会

と小田原市小・中学校長会は、合同で「小

田原市パワーアップ研修運営委員会」を設

置し、研修のあり方を協議しています。

本年度（初年度）は、教育実践の工夫改

善に積極的に取り組んでいる教員を支援す

るため、個別課題に対応できる個別研修を

年間通じて実施しています。また、学校や

研修者に負担がかからないよう、研究所の

研修相談員・研修指導員が学校を訪問して

研修を行っています。

研修者については、各小・中学校長の推

薦を受けた研修候補者から小田原市パワー

アップ研修運営委員会が小学校 6 名、中学

校 4 名の研修者を選考・承認しています。

各研修者のテーマは、小学校が「言葉に感

動できる児童の育成をめざして」「一人ひと

りの思いを大切にした学級経営」「自分に合

っためあてをもち、豊かなかかわりを大切

にして、進んで運動に親しむ子の育成」「学

力向上のための指導法の工夫」「基礎・基本

の定着をめざした“教えて考えさせる”算

数授業の工夫」「“たい”の溢れる授業を創

る」、中学校が「一人ひとりが、基礎・基本

の定着を目指し、主体的に取り組むための

指導法の工夫」「コミュニケーション能力の

育成を目指した教科指導及び学級経営」「情

報モラルの向上を図るための指導法の工

夫」「基礎・基本の定着を図る指導法の工夫」

です。

不登校対策強化事業について

昨年度から共同研究事業として始めた

「不登校生徒を対象とした学習支援のあり

方」の研究員の学校の中から、白山中学校、

鴨宮中学校、泉中学校に不登校生徒訪問相

談員を派遣し、家庭訪問で相談活動を行い

ます。また、教育研究所に不登校対策支援

室を設置し、不登校生徒訪問相談員を援助

しています。

不登校生徒訪問相談員の感想より

それぞれの事例ごとに慎重な対応が

必要だと実感している。そんな中で、 
訪問時にふと見せてくれた笑顔にほっ

とさせられ、１年近く何の進展もなか

った生徒をマロニエ教室につなぐこと

ができたこと、なかなか心を開かなか

った生徒とコラージュをしながら素材

をきっかけに会話ができて、その時間

を楽しみに足を運ぶようになってくれ

たことは大きな喜びであった。

せっかくつながったところで夏休み

に入ってしまうのが何となく心残りで

あるし、また、今不安定な生徒が休み 
明けにどうなっているかが気になると

ころであるが、明日、これまでの総括

として、かかわりのあった生徒や今後

新たにかかわる生徒の家を訪ね、会え 
ない場合は手紙を届けるつもりである。

巻頭言

教育研究所新規事業について

小田原市教育研究所所長
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１ はじめに

近年、多くの教職員から、子どもを理解

しにくいと指摘されるようになりました。

生活体験や自然体験の不足、基本的生活習

慣や社会性や規範意識の欠如など、マイナ

ス面ばかりが目につきます。

その要因は様々あると思いますが、住環

境、少子化や核家族化、過保護や過干渉、

IT 化社会の進行など彼らを取り巻く生活

環境の変化が関係していると思われます。

子どもが変わったという言葉をよく耳にし

ますが、一体子どもの何が変わったという

のでしょうか。

そこで、私たちは「幼稚園、小学校、中

学校の生活実態と意識についての調査」を

行い、結果を分析することで、今、子ども

たちは学校生活で何を考え行動しているの

か、適応・不適応感情をどのような形で発

散しているのかを考えることにしました。

また、今の子どもと５年後、１０年後、

２０年後の子どもの意識と実態を比較する

中で、目に見える過去を未来への指針とで

きるとも考えました。

２ 研究内容

私たちの研究は、まず前回（平成１６年

度）調査を分析することから始めました。

そして、分析を通し、継続的に調査して子

どもの変化を追っていくもの、新たな調査

をして今日的な問題について考えていくも

のがあるとの結論に至りました。

また、調査には子どもの実態を問うもの

と意識を問うものがあること、調査するこ

ことによって明らかにすることを十分検討

し、質問項目を精査することが確認されま

した。

研究の大半は質問項目・内容を検討する

ことにあてられましたが、幼稚園、小学校、

中学校で共通して調査したい内容（生活習

慣）、その年齢時に独自に調査したい内容を

明確にして、調査用紙を完成させました。

平成１９年６月には、各幼稚園、小学校、

中学校で調査を実施していただきました。

現在、各校で集計していただいた結果を、

さらに研究員で全市的な集計にしている段

階です。

３ 今後の取り組み

調査の結果をグラフ化して資料にしてい

くこと、調査結果や選択した理由から分析

することが残されており、本年度中にはま

とめて各幼稚園、小学校、中学校に示して

いきたいと考えます。

この調査をこれからの家庭教育、児童・

生徒の指導の一助にしていただければ幸い

です。

小さなこころみ

ዝ�ዝ�ዝ�ዝ�ዝ�ዝ�ዝ�ዝ�ዝ�ዝ�ዝ�ዝ�ዝ�ዝ�ዝ�ዝ�ዝ�ዝ�ዝ�ዝ�

幼・小・中生活実態調査の研究に関する研究員
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１９７１年、「市制施行３０周年」を期に

郷土読本「小田原」は、刊行されました。

その後、７６年・８１年・８６年・９５

年度と改訂を重ね、現在５回目の改訂作業

に入っています。

長山が、第１章「郷土の自然」を、渡井・

遠藤・関野が、第３章「現代と生活」を担

当しています。また、第２章「郷土の歴史」

につきましては、改訂を見送りましたこと

を最初にご了承ください。

作業に入り、最初に行っていることは、

基本的なデータの収集です。そのため、現

時点で報告できる内容はごく僅かですが、

入手済みの資料に基づいて第３章「現代の

生活」の改訂予定箇所を何点か述べること

で、我々研究員全体の中間報告にかえさせ

ていただければ幸いです。

さて、今回の改訂作業で扱う期間は、日

本経済の「失われた十年」あるいは「ロス

ト・ジェネレーション」と呼ばれる大量の

若者達が社会に出て来た時代に相当します。

この期間の小田原市の変化を５つの指標か

ら見つめてみたいと思います。

①８３，３５４トン⇒８３，３７２トン

②１４，２００円⇒１２，８００円

７０年度のゴミの年間総収集量は、

36,000 トンでした。それが、９３年度には、

83,354 トンに達し、一時は 85,000 トンを

越える時期もありましたが、現在は、前回

改訂時とほぼ同量の水準になっています。

また、一人あたりのごみ処理費用は、

12,800 円に低下しています。これは、リサ

イクル率の向上とゴミ処理費用に関する財

政支出の縮小が主因と見られています。

③２，５７６名⇒２，２４６名

小田原警察署管内の交通事故による負

傷者数は９４年度と比較して 330名減少し

ています。前回の改訂時には 1000 人以上

増加していたことを考えますと大きな変化

だと思われます。

④４．３８％⇒９．２９％

本市の生活保護率は、９３年度に 4.38％
（月平均被保護人員 8,618 人）だったもの

が、０５年度には 9.29％（同 22,134 人）

と急激な増加を示しています。

⑤１，４１７台⇒－６２９台

国道１号線本町における１２時間交通

量調査について見てみますと、８５年～９

５年までの１０年間に 1,417 台増加してい

たものが、９５年～０５年までの１０年間

で 629 台減少しています。日頃感じる小田

原駅周辺の状況がデータで改めて確認でき

る気がします。

以上のような変化が見られるわけです

が、これは、過去４回の改訂時に明らかに

なったそれぞれの変化とはかなり色合いの

異なったものです。

今回の改訂で

は、前回から今

回にかけて何が

変化したのかを

記述する予定で

すが、次回改訂時には第二次世界大戦後

からの大きな流れの中での郷土・小田原の

変貌を描く必要性があるような気がします。

これを、次回改訂に向けての課題として、

郷土読本「小田原」改訂の中間報告を終わ

ります。

小さなこころみ

ዝ�ዝ�ዝ�ዝ�ዝ�ዝ�ዝ�ዝ�ዝ�ዝ�ዝ�ዝ�ዝ�ዝ�ዝ�ዝ�

郷土読本「小田原」改訂の研究に関する研究員
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私たち国語科のプロジェクト研修も、３

年目となった。

一昨年度は、「話す・聞く」を中心とし

た『「伝え合う力」を育てるために』とい

うテーマのもとに研修を積み、「話す・聞

く」力は「書く」「読む」の３領域をバラ

ンスよく指導して、はじめて育つ力である

ことを確認した。

そこで、昨年度は、最近の子どもたちが

「文章が書けない」という声に着目し、研

究を進めることとした。また、そのために

は、小・中の更なる連携が大切であると考

え、テーマを変えて研究を行った。昨年度

は、このテーマのもとでの１年目の研究で

あったため、まず、小・中学生に「書くこ

と」についての実態調査を行い、その調査

をもとに、児童・生徒に「書く」力をつけ

るための手だてを考え、実践していった。

１「書くこと」についての実態調査

（アンケート結果）より

小・中学生とも「書くこと」に苦手意識

を持っていた。好きな理由としては、「自

分の言葉で表現することが楽しい」などで、

自分らしさを表現できることに喜びを感じ

ていた。嫌いな理由としては、「何を書い

たらよいかわからない」「書き始めをどう

したらよいかわからない」などで、自由に

発想することが苦手であったり、語彙不足、

書き始めのきっかけがつかめない生徒の実

態がうかがえた。

また、「書くこと」が楽しいと感じる内

容は、小学校では、感想文、新聞作り、手

紙などで、自分が思ったりしたことを自由

に書けるものが多く、中学校では、俳句、

短歌、詩などの韻文や「夏休みの思い出」

などで、長い文章より短い作品、書く内容

がわかりやすいものを好む傾向にあった。

２ 実態調査をもとにした「書くこと」を

重視した授業の実践

① 日記・行事作文・教材ごとの感想（初

発や終末）・視写など、書く機会を増

やし、書くことに慣れる指導を行った。

② 題材の工夫や「書き方」のパターンを

学習するなどして、楽しく、抵抗なく

書くことができる授業を展開した。

③ 児童・生徒間の感想交流や作品を読み

合うグループ活動などを通して、読ん

でもらう 楽しさを味わうことのでき

る授業を試みた。

④ 国語辞典・漢和辞典の活用や視写・聴

写・音読・読書などさまざまな授業を

通して、語彙を増やすための指導を行

った。

今年度は、昨年度の研究内容を土台にし、

新たに小・中学校の教科書の中の「意見文・

主張文」の教材を確認し、系統性を把握し

ながら研究を進めている。

１１月には豊川小で公開授業が予定され

ている。「書くこと」の苦手な児童・生徒

が、少しでも苦手意識がなくなるように、

今後も研修を積んでいきたい。

学びの架け橋

ዝ�ዝ�ዝ�ዝ�ዝ�ዝ�ዝ�ዝ�ዝ�

プロジェクト研修研究員(国語)
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プロジェクト研修研究員（算数・数学）

１ 平成１７年度研究の概要について

平成１６年度行われた小中学校学習実態

調査を分析した結果、次の２点が大きな問

題として明らかになった。

＊筋道を立てて考えることが苦手であ

る。また、文章を読みとることができな

いために正しい立式ができない。

＊２つの数量がともなって変わるという

ことが感覚的に理解されないため、関数

分野を毛嫌いする傾向がある。（問題に

取り組もうとしない児童・生徒が多い）

そこで、小中それぞれの指導に関する情報

交換を行った。情報交換を行う上で話題が

「ともなって変わる量」に絞られ、次のよ

うな問題点があがってきた。

＊教師側の課題として、「ともなって変

わる量」の素地となる考え方は小学校の

低学年より様々な場面で扱われているが

それを意識しながら指導していないケー

スが見受けられる。

＊グラフや図を使って具体的な数値を求

めることはできるが、２つの量の関数関

係を見いだし、それをことばや式、説明

文で表すことは苦手である。

＊文字使用が苦手であるために、未知数

としての「χ」と変数としての「χ」の

区別がつかずに混乱するケースがある。

＊時間の変化等、目で確認できないもの

を扱うために生徒にとってはつかみ所の

ない単元になってしまっている。

２ 平成１８年度研究の概要について

研究一年目の情報交換を踏まえ、どのよ

うに指導したら効果的に問題解決できるか

模索した。具体的には次のことを意識しな

がら指導してきた。

＊関数分野に限らず色々な学習場面で式化

することを取り入れ、式化（一般化）す

ることの良さ（便利さ）を体験させる。

＊文字を使用する際には、できるだけこと

ばを並列する。

＊児童が始めて｢ともなって変わる｣という

ことばに触れる小学４年生の段階では、

算数的な活動を多く取り入れ、ことばの

意味理解よりも感覚的理解（実感をとも

なった理解）を中心に指導する。中学校

も同様に目で見て実感できるものを多く

取り入れる。（表計算ソフトを利用し入

力すると出力されることが体験できるも

のや理科の実験器具を利用したもの等）

＊様々な場面で、規則性を見つけるおもし

ろさや規則性の美しさを実感させる。

３ 平成１９年度の研究について

①過去２年間の研究を踏まえ、今年度は

授業研究を中心に研究を進めている。「と

もなって変わる量」を単にことばの意味理

解だけに終わらせずに、それをいかに感覚

的に理解させるかを中心とした授業づくり

を行いたいと考えている。又、『遊び感覚』

の算数・数学を大切にし、その延長上に「と

もなって変わる量」の授業があるという視

点で授業を行いたいとも考えている。

②今年度は関数分野に絞って、小中連携

した系統図の作成も考えている。どのよう

な指導のもとに中学校に入学してくるのか

ということと、中学校ではどのように指導

が行われていくのかということを、互いに

理解した上での指導に役立てられるものに

仕上げられればと考えている。

学びの架け橋
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プロジェクト研修研究員（特別支援）

昨年度までの研修では「自立に向けた基

盤つくり」をテーマして取り組んできた。

今年度は３年目のまとめとして、これま

で積み上げた研修をもとに、「自立に向けた

授業はどうあるべきか」を主題に研修を進

めることとした。

昨年までと同様に地域の諸施設を訪問し、

具体的な指導の重点を探り、並行して「自

立」をどのように毎日の授業に取り込んで

いくか、授業実践を行いながら研修してい

くこととした。

◎昨年までの地域施設の見学から

知的障害者通所訓練施設、授産施設、職

業訓練校、養護学校などを訪問してきた。

いずれの施設でも、社会経済活動への参

加を勧めるために、各種訓練を行っている。

働くことをより具体化し、実際の製品の

検品や計量、箱詰め、出荷までを行い、賃

金を得て、経済活動を体験し、就労へ結び

つける。就職に結びついていくためには、

｛あいさつ、返事、用意された簡単な仕事

をこなす能力、意欲、人柄｝が重要であり、

学校で何を知識として学んだかではなく、

学ぼうとする姿勢、自立しようとする意欲

が重要であるという点は各施設共通に聞か

れた。このような意欲に関する項目は何も

特別支援の生徒についてだけではなく、す

べての生徒に育成されるべきものでもある。

また、それぞれの施設では、個々の能力

に合わせた支援プログラムをつくり、個性

に合わせた作業の充実を目指し、訓練目標

を具体化して明示してあった。

実際に社会生活の労働に耐えられる人材

の育成をどの施設も目指しているといった

感じが強かった。

◎授業実践に向けて

施設や養護学校を見学し、また市内小中

学校の自立へ向けての取り組みを検討して

いく中で、共通して扱われていたことは、

指導・学習内容に関しては、生活単元の充

実、個々の目標設定による作業教育等が重

要であるということ、日常的指導に関して

は、あいさつやコミュニケーション能力の

育成をあらゆる場面で行う必要性を感じた。

これらの基本的事項をもとに、学習内

容・指導方法を検討していった。

この過程でコミュニケーションやセルフ

コントロールの力をつける授業が重要であ

ると考え、それを具体化したものとして、

作業を取り入れた自立の授業を構成するこ

ととした。

今年度は横浜国立大学の准教授のご指導

を受けることができ、すでに授業を観察し

ていただき、夏季休業中にＶＴＲをもとに

児童の行動分析を指導していただいた。授

業実践で生かし、より良い授業を公開でき

たらと考えている。

学びの架け橋 
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お弁当を食べる頃から、ちらほらと抵抗

を表す言葉が出て来た。「足が痛いんだ。」

とか「やらなきゃだめ？」とか････。

今日はしろやま教室とマロニエ教室の合

同レクリエーション。学級指導員があれこ

れと頭を悩ませながら考えたのは『キック

ベースボール』。いきなり始めると乗りの

良くないことが予想される生徒達。前段と

して、バランス感覚を試すレクを入れ、合

わせてチーム別け。小６～中３までの異年

齢集団が２つに別けられ、作戦タイム。ル

ールは極力簡単にして、ホームベースに置

いてあるソフトバレーボールを蹴り、あと

は塁を回ってホームインするだけ。

野球のルールを少し知っていれば要領よ

くやれそうなものなのだが、そうもいかな

いらしい。ボールを取って、どこに投げた

らよいのかわからない。それでもじきに野

球の好きな子が指示を出し始め、子ども達

はだんだんと動けるようになってきた。

恐る恐るボールを蹴っていたのが、思い

切り蹴飛ばすようになり、点が入れば、ぴ

ょんぴょん跳ねて喜び合い、仲間のナイス

プレイに拍手が飛び、怪我を心配して「大

丈夫？」と声をかける。

この日は、とても良い天気で、日陰のな

いグランドだったので、だんだんと顔は紅

潮し、砂埃で汚れてもくる。でも、誰も「や

めよう。」とは言わない。２試合目にもな

ると、皆コツをつかみ、ボールがよく飛び、

一回に１８点も入る････。学級指導員が皆

の疲労感を感じたところで、レク終了。

市民グランドからマロニエに帰ってき

て、帰りの会での子ども達の様子は疲れ切

っていた。

炎天下、短時間とはいえ、２つのチーム

にわかれてのキックべースボール。みんな

でやったスポーツ大会。疲れた表情の中に

「今日の私は頑張った」という満足げな表

情もちらほら見え、２時間前の自分とは違

う自分を感じた時間であったと思う。

自分にかかった負荷。その負荷に負けず

に挑戦してみること。そして、「できた」

と言う感覚を実感すること。それを『自信』

へと変えること。そういう経験が多くあっ

て欲しいと願っている。

人との関係を作ることの苦手な子ども

が、勇気を振り起こして挑戦してみる。そ

して、人とのふれあいを通して安心感を得

て、自然体でいられるようになっていく。

相談指導学級でパワーを蓄え、また新たな

ステップに進んでいく。

教育相談指導学級の目標は学校復帰にあ

る。どうしたら学校に足が向くようになる

のか。学級スタッフは顔をつきあわせて考

える。子どもが学級の生活だけで終わらな

いよう、「学校に行ってみようかな」とい

う思いを持ってくれるよう、日々願い、考

えている。

教育相談指導学級から

ዝ�ዝ�ዝ�ዝ�ዝ�ዝ�ዝ�ዝ�ዝ�

教育相談指導学級責任者
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これまで中学校の国語の教師という立

場であったために、小学校の授業を見る

機会はそれほど多くはありませんでした。

学校訪問で小学生の授業をじっくりと

参観することになり、とても新鮮で興味

深かった反面、授業後の研究会のことを

思うと初めての体験に多くの不安が感じ

られました。

６月のある日、小学校の校内研究会に

参加させていただく機会がありました。

授業の時刻が近づいてくると、今まで

に感じたことのない緊張感が自分に迫っ

てくるのを感じました。開始５分ほど前

になると、校長先生が「そろそろ……」

と声をかけてくださり、教室へ向かいま

した。

授業は第２校時、４年生の国語の授業

参観です。廊下に出ると、甲高い騒がし

い声が聞こえてきました。

「まだ、休み時間だし、少々うるさいく

らいの方が元気があって子どもらしい。」

などと思いながら歩いていくと、その声

は次第に大きくなっていきました。

騒がしい声は研究授業が行われる教室

の中から聞こえてきました。授業開始の

２分ほど前です。「研究授業の時ぐらい静

かに待たせておけばいいのに……」と教

室に入った瞬間、見た光景にとても驚き

ました。

児童が、教科書の音読に取り組んでい

たのです。それも、全員です。音読を行

っていない児童はだれ一人いませんでし

た。これにはとても驚きました。中学校

の国語の授業では見たことのない光景で

した。その驚きをよそに、授業が始まり

ました。

本時の学習目標が設定され、最初の学

習活動は、本文の音読です。方法は、ひ

とり一文ずつを分担して、次々に読んで

いく方法です。先ほどの練習の成果で、

一人ひとりが自信にあふれ、しっかりと

した発音で音読することができていまし

た。その後の展開においても、児童が生

き生きと発言する中で、国語の授業が進

められていきました。

私たちは、各学校において、子どもに

生きる力を育むことを目指し、「自ら学び

自ら考える力」の育成を図ると共に、基

礎的・基本的な内容の定着を図り、個性

を生かす教育の充実に努めてきました。

子どもの個性や能力は一人ひとり異な

っていますが、自分の知らないことや分

からないことについて、知りたい・分か

りたいという探求心や今の自分の能力を

さらに伸ばしていきたいという向上心は

すべての子どもが等しく持っているもの

だと思います。

教育とは、その子どもたちに対して、

「どのように学ぶのか」「どのように考え

るのか」という構えをしっかりと築くた

めの支援をすることだということを改め

て感じたひとときでした。

ある教室から

ዝ�ዝ�ዝ�ዝ�ዝ�ዝ�ዝ�

学校教育課 指導主事
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◆教育公開講座・教育相談研修会より◆

８月に開催した教育相談研修会に参加い

ただき、ありがとうございました。

今日的課題である不登校児童・生徒への

支援や教育相談をテーマにした研修会でし

たが、先生方の関心の高さを感じました。

第１回「ロールプレイによる教育相談演習」

月 日 平成 19 年８月 21 日(火)
講 師 大学教授

◇参加された先生方の感想等

・ロールプレイは大変勉強になった。

・ロールプレイを真面目に演じるほど発

見が大きかった。

・９月からの教育活動にいかしたい。

・今回のような実践的な研修を希望。

第２回「学級開きに使えるグループワーク」

月 日 平成 19 年８月 22 日(水)
講 師 大学教育研究所講師

◇参加された先生方の感想等

・即実践できるエクササイズだった。

・相手との距離感、視線など、教育相談

を行うときの参考になった。

・自己表現やコミュニケーションの楽し

さをエクササイズで学んだ。

・シリーズでお願いしたい。

第３回「不登校はなぜ起こる

－多様化する要因とその予防」

月 日 平成 19 年８月 23 日(木)
講 師 登校拒否文化医学研究所の先生

◇参加された先生方の感想等

・感情交流の大切さを実感した。

・父性の大切さや子どもはかけがえのな

い一人だということを心に刻みたい。

・具体的事例で支援の方法や今後の方向

性を話していただき、参考になった。

・各校１名以上参加をし、教員も学習す

べきだと思う。 

◆教育講演会より◆

今年度は、弁護士で、東京六大学野球審

判員、元日本高校

野球連盟審判員の

清水幹裕先生をお

むかえし、「マスク

越しに見た青春～

大人に感動を与え

る子どもの育成をめざして～」という演題

でご講演いただきました。様々なエピソー

ドを交えた熱い講演に、９月からのパワー

をいただきました。

研 究 所 だ よ り

教育研究所指導主事

教育研究所では、今年度も、研究・研修や教育相談などの所管事業を充実させる運営を

心がけ取り組んでいきますので、よろしくお願いします。
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